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研究成果の概要（和文）：本研究では、寒冷地に居住する中年期女性の尿失禁の有病率と尿失禁のタイプ、尿失
禁に関連する要因について検討した。
平成26年度調査は、800人のうち173人から回答があり（回答率21.6%）、自己申告による尿失禁の有訴率は34.1
%、平成27年度調査は37.2%（回答率19.5%）、平成28年度調査は43.7%（回答率34.9%）であった。このように有
訴率は3年間で9.6%上昇した。尿失禁の頻度は、「おおよそ1週間に1回、あるいはそれ以下」と比較的軽度であ
り、「せきやくしゃみをしたとき」の腹圧性尿失禁が有意に多かった。歩行時間は尿失禁に伴う生活の質に有意
に影響にしていた。

研究成果の概要（英文）：We examined the prevalence, types, and factors related to urinary 
incontinence in middle-aged women living in cold regions. In a 2014 survey of 800 people, 34.1% of 
173 respondents (21.6% response rate) complained of self-reported urinary incontinence compared to 
37.2% (19.5% response rate) in a 2015 survey and 43.7% (34.9% response rate) in a 2016 survey. These
 findings show a 9.6% increase in the percentage of women complaining of urinary incontinence over 3
 years. The frequency of urinary incontinence was relatively mild, at “approximately once per week 
or less frequent,” while abdominal pressure-induced urinary incontinence from “coughing or 
sneezing” was significantly common. 
The amount of time spent walking significantly impacted the urinary incontinence-related quality of 
life.

研究分野： 公衆衛生学、老年看護学
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１．研究開始当初の背景 
 
わが国の平均寿命は，男性 80.21 歳，女

性 86.61歳，高齢化率は 26.0%となり，2055
年には 39.4%に達すると予測されている 1)．
このような超高齢社会において，長い老年
期の健康を保つことは，老年期にある人だ
けでなく，これから老年期を迎える世代に
おいても重要な課題である．老年期の健康
は，老年期以前の生活習慣や既往歴の総体
によると考えるとき，若い世代から老年期
を見据えた健康維持への取り組みが必要と
なる． 
これまで，加齢と下部尿路症状の関連 2)

が報告されている．また，高齢女性の尿失
禁有病率は 34.5%3)，あるいは 23.3%4)
とも報告されている．そのリスク要因とし
ては経膣分娩の経験 5)，年齢と BMI6)，母
親や姉の尿失禁の既往 7)，骨粗鬆症による
身長の低下 8)などが報告されてきた．研究
者らが実施した，65 歳以上 74 歳以下の女
性を対象とした調査 9)においては，尿失禁
有訴率は 29.5%，リスク要因は，過去の最
大体重，喫煙指数，健康状態，膀胱疾患の
既往，痔疾患の既往，母の尿失禁の既往で
あった．     
このように老年期の高齢者である女性を

対象とする横断調査の報告は散見されるも
のの，寒冷地に居住する 50 歳以上 65 歳未
満の女性に限った縦断研究は見いだせない．
寒冷地という地域特性は，対象者らの身体
の循環動態や暮らしぶりに影響するという
点において尿失禁への影響が予測される． 
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２．研究の目的 
本研究は 3 ヶ年の縦断研究から，A 市に

居住する 50 歳以上 65 歳未満の女性の尿失
禁の有訴率とリスク要因を解明することを
目的とした． 
 
３．研究の方法 
本調査は，平成 26 年度に札幌市に居住

する 50 歳以上 65 歳未満の女性から無作為
抽出した 800 人に対し，郵送法ならびに自
記式質問紙法を用いた横断的調査を実施し，
平成 27 年度および 28 年度に縦断的調査を
実施した．質問紙は，基本属性，生活習慣，
排尿についての 25 項目から構成し，回答
には 15 分程度の時間を要するものを用い
た． 
本研究における「尿失禁あり」の定義は，

ICIQ-SF (International Consultation on 
Incontinence -Questionnaire)の尿失禁頻
度について「なし」以外の回答を寄せたも
のとし，それらを尿失禁有訴者とした．
ICIQ-SF は得点化された 3 項目（尿失禁の
頻度，量，QOL への影響）と得点化されな
い原因の自覚についての 1 項目から成る尺
度である 10)-11)．ICIQ-SF の日本語版は，
尿失禁の症状と QOL 評価を兼ねた質問票
として妥当性が確認されている 12)．得点
範囲は 0-21 点であり，点数が高いほど尿失
禁によって QOL が障害されていることを
示す．本尺度の使用にあたっては後藤ら 3)
より許諾を得た. 
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４．研究成果 
平成 26 年度調査は，無作為抽出した A

市の 50歳以上 65歳未満の女性 800人のう
ち 173人から回答を得た（回答率 21.7%）．
そのうち尿失禁ありと回答した人は 59 人
であり，自己申告による有訴率は 34.1%で
あった．尿失禁がある人とない人の背景に
ついて比較したところ，身長（p=0.033），
および体重（p=0.023）に有意差がみられ
た．尿失禁がある人の 1 日の歩行時間につ
いて，30 分未満の人と 30 分以上の人を比
較したとき，30 分未満の人の尿失禁の有訴
率は 56.4%であるのに対して，30 分以上の
人は 43.6%であった．次いで，尿失禁のリ
スク要因を検討したところ，1 日の歩行時
間と現在の体重に有意差がみられた．歩行
時間を 2 区分したとき，高値（30 分以上）
のオッズ比(95%CI)は 0.44(0.22,0.88)であ
った．現在の体重を 3 区分したとき，高値
(56.6kg 以上)のオッズ比(95%CI)は 2.37 
(1.04,5.43)であった． 
平成 28 年 7 月に無作為抽出した A 市の

50 歳以上 65 歳未満の女性 800 人を対象と
して自記式質問紙を用いた郵送法調査を実
施した．279 人から回答を得て（有効回答
率 34.9%），自己申告による尿失禁有訴率
は 43.7%であった．尿失禁の頻度は，「お
およそ 1 週間に 1 回，あるいはそれ以下」
と比較的軽度であった．尿失禁の場面では，
「せきやくしゃみをしたとき」の腹圧性尿
失禁が多かった． 
研究者の研究 9)において，65 歳以上 74

歳未満の女性の尿失禁のリスク要因は過去
の最大体重，喫煙指数，健康状態，膀胱疾
患の既往，痔疾患の既往，母の尿失禁の既
往であった．しかしながら，本研究の対象
である 50 歳以上 65 歳未満の女性において
は，これらのリスク要因は該当しなかった．
このように，前期高齢者の女性の尿失禁の
リスク要因は，50 歳以上 65 歳未満の女性
においてはリスク要因ではなく，さらに他
のいかなる要因もリスク要因となっていな
かった．したかって，尿失禁のリスク要因
は，女性の年代によって異なることが示唆
された． 
尿失禁は若い世代にも一般的に認められ

る．老年期の健康は，老年期以前の生活習
慣や既往歴の総体によると考えるとき，こ

のような若い世代から老年期を見据えた健
康維持への取り組みが必要となる．今後こ
れらの 50 歳以上 65 歳未満の女性が加齢に
伴い，どのような要因をリスクとして負う
可能性があるのか慎重に検討する必要があ
る． 
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